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  → ①生かされると思う。（理由） 





















 A は、日本語教員を職業としたいと思ったきっかけについて以下のように述べた。 
 
   高校 3 年生の時から日本語教員を目指していた。私の高校はビジネスコミュニケーション科が 
  あり、英語と簿記の勉強とかビジネスの勉強をしていて、ALT（Assistant Language Teacher） 
  がたくさんいらっしゃって。授業を受けていて、この先生の立場で日本語を教えられたらいいな 
































































































































































































































































【表 1  
本表は、2015 年度入学生用『学生便覧』の「日本語教員養成課程履修要項」に記載されている科目表
及び注記を忠実に転記したものである。 





























































































































































※科目名欄に 1・2・3・4 および A・B と併記されている科目は、一方だけでなく両方の単位を合わせ
て修得しなければならない。 
 
区  分 
 表  → 表現伝達科目 
 養  → 教養基礎科目 
 礎  → グローバル・コミュニケーション 
      学部専門基礎科目 
英・礎 → 英語コミュニケーション学科専門 
      基礎科目 
 幹  → グローバル・コミュニケーション 
      学部専門基幹科目 
グ・幹 → グローバル・コミュニケーション 
      学科専門基幹科目 
英・幹 → 英語コミュニケーション学科専門 
      基幹科目 
 展  → グローバル・コミュニケーション 
      学部専門展開科目 
英・展 → 英語コミュニケーション学科専門 
      展開科目 
 特  → グローバル・コミュニケーション 






















年度 3月修了 9月修了 備考
2000 8 － －
2001 31 － － 
2002 19 － － 
2003 15 － － 
2004 8 － － 
2005 14 － － 
2006 9 － －
2007 5 － － 
2008 8 － － 
2009 9 － － 
2010 3 1 9月修了者は科目等履修生 
2011 4 － － 
2012 11 － －
2013 4 － － 
2014 5 － － 
2015 1 1 9月修了者は科目等履修生 
2016 5 － 科目等履修生 1名を含む 
2017 4 － － 
2018 10 － －
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に実践的な教育法を学ぶ授業と文法や音声等知識を定着させる授業を据え，選択必修科目に言語学や国際
社会・日本社会についての知識を養う授業を据える等，基本的な到達目標は変わっていない。
⚓ 非常勤教員やボランティアとして等，何らかのかたちで日本語教員に関わっている修了生もいると考え
られるが，ここでは筆者らが確認できている，現在専任職として日本語教育に携わっている4名それぞれ
の卒業（課程修了）年度及び卒業後の経歴と勤務校の概要を示す。
①2011年度卒業生（男性）：卒業後に千葉県内の私立大学の大学院で言語学を学んだ後，2015年⚔月より
千葉県内の日本語学校の専任教員として勤めている。
②2012年度卒業生（男性）：卒業後に英語の教育機関に勤めたが数か月で退職した。その後，2013年⚗月
より2019年⚖月まで都内の日本語学校で専任教員として勤める。2019年⚗月よりインドのデリーに渡り，
現地の日本語学校の校長に就任し，学校運営や授業管理に従事している。
③2017年度卒業生（女性）：卒業前よりアルバイトとして携わっていた埼玉県内の日本語学校に，卒業し
た年（2018年）の⚔月から⚖月まで非常勤教員として勤める。同年⚗月より，専任教員として採用され
る。
④2018年度卒業生（女性）：卒業した年（2019年）の⚔月より千葉県内の日本語学校で専任教員として勤
めている。（本論の調査対象学生Ａと同一人物である。）
⚔ インタビュー調査の対象とすることができなかった⚔名について，なぜインタビューをすることができ
なかったのかを以下に示す。
①入学年度が他の学生よりも⚑年早く，大学に⚕年在学しており，他の学生と在学時の学習環境や就職に
対する考え方が異なる可能性があるため。
②2019年⚓月20日の本学卒業式及び日本語教員養成課程修了書授与式に出席せず，連絡が取りにくい状況
にあるため。
③2019年⚔月より西日本で仕事をしており，都内にある本学でのインタビュー調査に応じることが困難で
あるため。
④都内に勤めているが，多忙でありインタビュー調査のために時間を調整することが困難であるため。
⚕ 2018年度の修了生は，すべて女性である。
⚖ 東洋学園大学（東京都文京区本郷1-26-3）内
⚗ 本アンケートの質問内容は，中川良雄（2015）が日本語教員養成課程修了生に行なったインタビューの
項目を参考にした。
⚘ 職位は本論執筆時のものである。
⚙ 一般財団法人日本語教育振興協会による⽛平成30年度日本語教育機関実態調査結果報告⽜には，専任教
員と非常勤教員の内訳は，専任教員が29.7％・非常勤教員が70.3％であると示されている。
